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山根一仁さん応援レポート
第26回出光音楽賞
受賞者ガラコンサート
2016年７月19日（火）

東京オペラシティコンサートホール

第26回出光音楽賞受賞を記念して

会場は東京オペラシティコンサートホール。
現代の最新音響技術を用いて設計されたコ
ンサート専用ホールである。
「ホール自身が巨大な楽器となり、引き締
まった低音とメローで艶のある音色を奏で
る」と、響きの良さには定評がある。

『出光音楽賞』。1990年に創設された出光興産
株式会社主催の音楽賞（テレビ朝日後援）。
主にクラシックの音楽活動を対象に、育成とい
う観点から意欲、素質、将来性などに重きを置
いて、新進の音楽家を顕彰してきている。
今回第26回の受賞者は川瀬賢太郎氏（指揮）、
薮田翔一氏（作曲）と山根さんの３名。

本日は「受賞者ガラコンサート」。授賞式ととも
に、受賞者による演奏が披露される。
山根さんはショスタコーヴィチのヴァイオリン協
奏曲１番から第３楽章、第４楽章を披露してく
れる予定だ。

タクトを振るのはもちろん川瀬賢太郎
氏。管弦楽は横浜シンフォニエッタの
みなさんだ。1998年、「TOMATOフィ
ルハーモニー管弦楽団」として東京藝
術大学学内にて創立。後に「横浜シン
フォニエッタ」へと改称、横浜に活動拠
点を置くプロフェッショナルオーケスト
ラとして国内外で活発な演奏活動を
展開している。
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授賞式ののち、始まりは川瀬賢
太郎氏。司会の池辺晋一郎氏か
ら、「仲間と一緒に。いい音楽を
一緒に作ろうとし、それを聴き手
に伝えることのできる方」とのご
紹介。モーツァルトの歌劇「フィガ
ロの結婚」序曲と、 シューマン
の交響曲第３番 変ホ長調op.97
「ライン」より第１楽章が奏でられ
る。
若さあふれるエネルギッシュで温
かみのあるタクト。来年でデ
ビュー10周年を迎えるという川瀬
氏、「・・・指揮者は、自分で音を
出すわけではない。オーケストラ
というプレーヤーがいて、はじめ
て成り立つ。これまで共演してく
ださった日本各地のオーケストラ
の方々に感謝の気持ちでいっぱ
いです」とのコメント。

次の曲は薮田翔一氏作曲の「風
神雷神」。ソプラノとピアノも加わ
り、ドラマティックな音楽が披露さ
れる。「・・・今後は次の世代の人
達に現代音楽を伝えていきたい」
との受賞の言葉。

自由に若々しく。自分の音楽を伝える

プログラムラストは山根さん。
本日の演奏はショスタコーヴィチのヴァイオリン協奏
曲第１番の第３楽章、第４楽章。「・・・この曲はヴァイ
オリンを始めるきっかけとなった曲です」と、ご本人。
５歳くらいのときに、TVから流れるこの曲にあわせて、
踊っていたのだとか。「栴檀は双葉より芳し」といった
ところでしょうか（古いですか？）。

司会の池辺氏からは、「まさに現代っ子。自由さ、の
びやかさが素晴らしい。『好きな曲を好きなように演
奏してきたらこうなりました』といったような・・・」
「・・・日本にも新しい時代がきたなと感じています。こ
れまでは、どちらかというと『こうでなくてはならない』
という雰囲気でした。ですが、『こうでなくてもいいだろ
う』という音楽を奏でる世代が台頭してきました。日本
の音楽にたくさんの可能性が生まれつつあります。
目路はるか、遠くを見据えて音楽を作り上げていく世
代の誕生です」と、うれしいご紹介をいただいた。

「・・・留学生活、様々な経験を積ませていただいてい
ます。『音を楽しむ』ということを大切にしながら、音楽
家としての人生を続けていきたいと思っています」と、
山根さんのコメント。

ショスタコーヴィチを、自在に奏でる。カデンツァの独
奏もぐっと聴かせ、情熱的な演奏に客席から万雷の
拍手が贈られた。

写真：ホワイエ設置のモニター画像を撮影したもの。リハーサル風景は横浜シンフォニエッタSNSより借用
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栄誉ある受賞。20歳という節目の歳に
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

会場をバンケットルームに移し、レセプ
ションが行われた。
受賞者による挨拶では、
「・・・このような栄誉ある賞を20歳という
節目の歳にいただけて本当に感謝してお
ります」と山根さん。
「出光は、幼いころ、自宅近くにガソリンス
タンドがあり、給油といえば出光でし
た・・・」とお茶目なコメントも。

過去の受賞者には、2013年の黒川侑さ
んはじめ、声楽部門、器楽部門奨学生の
方々の名前も。栄えある賞をいただいて、
さらなる飛躍が期待される。

≪演奏会概要≫

◆出演
山根一仁（ヴァイオリン）
川瀬賢太郎（指揮）
薮田翔一（作曲）
横浜シンフォニエッタ（管弦楽）

司会：
池辺晋一郎
松尾由美子（テレビ朝日アナウンサー）

◆プログラム
川瀬賢太郎（指揮）：
モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」序曲
シューマン：交響曲第３番 変ホ長調op.97

「ライン」より第１楽章
薮田翔一（作曲）：
演奏会用組曲「風神雷神」
ソプラノ：半田美和子
ピアノ：萩原麻未

山根一仁（ヴァイオリン）：
ショスタコーヴィチ：ヴァイオリン協奏曲
第１番イ短調op.77より第３楽章、第４楽章

左から、
薮田翔一氏、
川瀬賢太郎氏、
山根さん

なお、当日のコンサートの模様は、
「題名のない音楽会」で下記の予定で
放映される；
2016年９月４日（日）9:00～9:30テレビ朝日
2016年９月11日（日）23:00～23:30 BS朝日

山根さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー】



5

【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（P.１～４）】



7

【コンサート・プログラム P.５～８】


